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令和6年３月１8日(月)発行 校長 川﨑 朗

集まれ有中へ！３月２３日(土)に閉校式を開催します！！
本年度は、有明中学校６２年の歴史の

幕を閉じる最後の１年間であり、生徒、

教職員はもちろんのこと、保護者や地域

の皆様のご支援・ご協力をいただきなが

ら、「最高のフィナーレ」を飾ることがで

きるよう、いろいろな行事の中でさまざ

まなことに取り組んできました。

10月の文化発表会では、有中の歴史を

振り返るモザイク壁画を学年毎に作成し

てふれあい郷に展示しました。また、３

年生はステージ発表として、有中62年の

歴史や本校で受け継がれている伝統など

について調査した結果を披露しました。

さらに、全校合唱として有明中学校への

惜別の思いを込めて「いつまでも」を歌

い上げました。

12月には「人文字1000人プロジェクト」

を開催しました。事前に有明地域全世帯

にチラシを配布しました。また、ホーム

ページやフェイスブック、学校メールな

どを活用しながら一人でも多くの人に参

加していただけるよう呼びかけをしまし

た。さらにケーブルテレビやＳＴＳのかちかちプレスにも生徒が出演してイベントについ

て紹介して参加を呼びかけてくれました。

２月末までに「有中思い出短歌」の募集をして、生徒はもちろん、卒業生や地域の方か

らも応募していただきました。

＜文化発表会での全校合唱 モザイク壁画 人文字1000人プロジェクトのようす＞



いよいよ、３月23日(土)には最後のイベントとなる閉校式が行われます。当日は、第一

部として白石町教育委員会主催で閉校式が開催されます。その後は有明中学校独自の取り

組みをおこないます。まずは閉校の集いです。生徒が進行し、ここでは思い出ムービーの

放映や思い出短歌の表彰などを行います。その後は学校開放として校内を見て回れるよう

にしています。６２年の歴史を見て回れるブースをつくって、それぞれの時代に応じて写

真などを掲載します。また、部活動のユニフォームや横断幕、学校に関するいろいろなも

のを展示しますのでぜひお楽しみいただければと思っています。また、町の商工会や地域

の有志の皆様のご協力で中庭にマルシェを出店していただきますので、飲食やイベントに

参加していただくこともできるようになっています。

保護者や地域の皆様、卒業生や本校でかつて勤務していただいた先生方など、多くの皆

様と有明中学校の思い出を語り合い、有中を振り返り、参加者全員で有明中学校とお別れ

をして、次に向かって進みたいと思っています。つまり、閉校式、閉校の集いは単に学校

がなくなるという寂しいお別れの会ではなく、みんなが有中のことを心に刻み、有中魂を

胸に掲げながら、それぞれが次のステージに向かって進むという未来に向かっての会だと

思っています。ぜひ多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

全員で有終の美を飾り、次のステージへ！！！
早いもので、３月もあっという間に過ぎ、残り１週間となりま

した。ただ、20日は祝日、21日は振替休日で、実際に学校に登校

するのは今日も含めて残り４日です。

いよいよ有中生としての締めくくりの１週間となります。たっ

た４日ですが、その一日一日が全員にとってかけがえのない時間

になると思います。今の仲間や先生方と過ごすことのできる時間

を当たり前のものと思わず、自分にとって大切なものとして過ご

してほしいと思います。生徒一人一人が有中生として有終の美を

飾り、有中生としての誇りと未来に向かっての志をもって、次のステージに進んでほしい

と思っています。そのためにも、残り時間で皆さんの心に刻み、実践してほしいことがあ

ります。それはもちろん「笑顔さわやか、ひとみ輝く有中生」です。

生徒や先生一人一人が「さわやかな笑顔」と「輝くひとみ」を大切にしてしてください。

そして、それを具体化して、①笑顔で友だちや先生方と接すること、②元気よく気持ちの

いいあいさつをすること、③一生懸命に授業や部活動などに取り組むこと、④周りのこと

を思いやった言動をすることなどなど。これらをしっかりと実践することで皆さんを高め、

一人一人の生活を楽しく充実したものにしてくれます。

そして、全員がその思いをもって次の新しい白石中学校に進んでください。皆さんが率

先して実践することで、きっと「笑顔さわ

やか、ひとみ輝く白中生」という言葉が白

石中学校でも大切にされるのではないかと

期待しています。それぞれの学校にはそれ

ぞれ大切にされてきたことがあるでしょう。

それらを持ち寄って新しい学校の伝統や文

化が創られます。有中からは、ぜひ「さわ

やかな笑顔」と「輝くひとみ」を持って行

ってくれることを期待しています。 ＜12月３日人文字1000人プロジェクト＞


